
医療法人護明会

浅見眼科手術クリニック

浅見 哲院長
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1996年 二 重 大 学 医 学 部 卒
業。 2004年 名古 屋 大 学 大学
院修了。国立名古屋病 院 (現・

名古屋医療 セ ンター)眼科 レ

ジデ ン ト、豊橋市民病 院眼科

部 長、 名 古 屋 大 学 医 学 部 附

属 病 院 眼 科 医 局 長、 眼 科 三

宅病 院副 院長 な ど を歴任 し、

2021年 に開業。 これ までに

培 った技術 や経験 と先進の機

器 を生 か し、患者 の 目を救 う

こ とをめ ざす。

取材時に「働く人がハッピーでないと患者さんを

ハッビーにすることはできません」と語っていた

浅見院長c患者さんにとって一番行きたいと思え

るクリニックをめざすとともに、スタッフさんに

とってもやりがいを持って楽 しく働ける場所にし

たいと考えているそうですこそのような浅見院長

のお考えがクリニノク全体に広がり、心地良い雰

囲気が生み出されているのだと感じました
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１
分
、
名
古
屋
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
車
で
約
５
分
と
交
通
至
便
な
場
所

に
あ
る

一一浅
見
眼
科
手
術
ク
リ

ニ
ッ

ク
」一。
院
長
を
務
め
る
の
は
、
名
古
屋
大

学
医
学
部
附
属
病
院
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
医
療
機
関
で
、
多
く
の
眼
科
手

術
に
携
わ
っ
て
き
た
浅
見
哲
先
生
。

「患
者
さ
ん
と
丁
寧
に
向
き
合
え
る
理

想
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
築
き
た
い
と

い
う

願

い
と
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
手
術

の
技
術
と
経
験
を
、
医
療
と
し
て
形
に

し
た

い
と

い
う
思

い
で
、
令
和
３
年
に

開
業
し
ま
し
た
」

現
在
は
、
大
府
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

名
古
屋
市
南
部
や
三
河
地
域
、
知
多
半

島
、
岐
阜
県
か
ら
も
患
者
が
訪
れ
て
い

る
と

い
う
。
院
名
の
と
お
り
、
自
内
障

手
術
を
は
じ
め
、
網
膜
硝
子
体
手
術
、

緑
内
障
手
術
、
角
膜
移
植
手
術
、
眼
瞼

下
垂
手
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
眼
科
手
術

に
対
応
す
る
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
令
和
７

年
１
月
か
ら
‐２
月
ま
で
に
１
８
２
１
件

の
手
術
を
行

っ
た
そ
う
。

「手
術
は
私
が
中
心
と
な

っ
て
行

っ
て

い
ま
す
が
、
各
分
野
の
専
門
家
を
招
聘

し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
難
し
い
と
さ
れ

る
手
術
や
、
合
併
症
が
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
難
症
例
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

日
帰
り
手
術
が
基
本
で
す
が
、
中
に
は

１
泊
し
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
」
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患者一人ひとりの気持ちを大切に 1

難症例を含む多様な眼科手術に対応 |
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明るく居心地の良い待合室 2よ り精密な手術を実施するため先進の機器
常にスタッフが丁寧な対応をしている

田大きな窓があり

を導入している
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口常にわかりやすい

説明を心がける
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一
般
的
に
、
大
き
な
病
院
で
手
術
を

受
け
る
場
合
は
、
１
～
２
週
間
程
度
の

入
院
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
。
身
近
な

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
日
帰
り
手
術
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
は
、
患
者
本
人
と
そ
の
家
族

に
と
っ
て
、
大
き
な
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

明
る
く
上
品
な
空
間
に
、

ア
ロ
マ
の

心
地
良

い
香
り
が
漂
う
院
内
。
待
合
室

に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ
、
毎

日
ビ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
生
演
奏
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。
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一患
者
さ
ん
の
手
術

へ
の
不
安
や
恐
怖

心
を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
た

い
と
思

い
、
「自
分
が
手
術
を
受
け
る
立
場
だ

っ

た
ら
」
と

い
う
想

い
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
環
境
づ
く
り
と
患
者
さ
ん
へ
の

心
配
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
院

長
ｃ
診
察
室
に
は
大
き
め
の
モ
ニ
タ
ー

を
用
意
し
、
患
者
の
目
線
の
高
さ
に
合

わ
せ
て
画
像
を
用

い
な
が
ら
わ
か
り
や

す
い
説
明
を
心
が
け
て
い
る
と
い
う
ｃ

「ご
高
齢
に
な
る
と
、
耳
の
聞
こ
え
に
く

さ
や
記
憶
に
不
安
が
あ
る
方
も

い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
に
も
、

こ
ま
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
効
率
重
視
で
は
な
く
、
患

者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
向
き
合

う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

浅
見
院
長
を
支
え
る
の
は
、
そ
の
思

い
に
共
感
し
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。

「
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
を
く
み
取
り
な
が
ら
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
で
心
を

一
つ
に
し
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
い

た
だ
け
る
場
所
を
め
ざ
し
ま
す
」

多
数
の
手
術
を
手
が
け
る
中
で
も
、

単
に
医
療
技
術
が
高

い
だ
け
で
は
十
分

で
は
な

い
と
、
常
に
自
分
に
言

い
聞
か

せ
る
浅
見
院
長
。
「医
は
仁
術
」
の
格
言

の
よ
う
に
、
患
者
の
気
持
ち
も
含
め
て

ケ
ア
を
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る

ル
」
い
う
。
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充実の院内設備

同クリニックでは、待合室のピアノを用いて患者に生演奏

を届けている。当初インテリアとして置かれていたピアノ

だが、手術を受けた患者の家族が「お世話になったお礼に」

と演奏 してくれたことが、本格的に生演奏を導入したきっ

かけだという。現在はピアノ講師の経験のある人や音楽大

学出身者の人が交代で、午前中をメインに演奏をしている。

また、手術時は患者がリクエス トした曲をBGMにするそ
う。「私自身、音楽が好きで音楽が持つ力を感じてきました。

患者さんの不安を和らげるとともに、オーダーメイドな医

療を大切にしたいという思いもあり、このような取り組み

を続けています」と浅見院長。
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ビアノの生演奏やアロマで |ノ
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当院が「頼れるドクター三河・知多版」に掲載されました。
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「

不
安
や
恐
怖
心
を
軽
く
す
る
た
め

ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て

居
心
地
の
良
い
空
間
づ
く
り
に
注
力
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